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(高知大学文理学部物理学教室)
　めろＲＱの座標ＸＡに依る偏微分係数をＱ/れ略記する。特に二階対称タンソルポラ｀ンシヤルｇ。
に対しては岬/λと記し，更に高階微分にはμり/αβ等と記す。　　　　　　　　　　　ノ
　以下理論全部をLorentz不変に作る｡　　　　　　　　　　　　　・
　（1）:r゛＝O　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　二
　　　　ひ
なろ保存則を満す対称物質タｙソルＴ。とｇ。とを結ぶべき場の方程式並びに試験粒子の運動方程
式を次の如くに作ろ事炉出来ろ。
　場の強さを
　　　　　　　ｄ　　÷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷへ2）（ｊyy）’31（等白十誉）＋32誉　　　　　　，
と仮定し，試験粒子の四元速度を□。とするとき，試験粒子の運動方程式を
(3)ぞ卜＝(ヅ)L｣。L｣，
と書けろ'．但しｒは固有時間とする.　　　　　”
(3)の両洽に□ｇを掛けて縮約してやれば，四元速皮の規格条件‘
　(４)□ft Un = const
より直ちに．　　｀‘
　(5)
よって，
　(6)
Cﾂﾞ)□．Ｌｊ,･ｕ，＝Ｌ｣．Ｊぽ≒＝ｏ
(5)を満す埓には(2)は次の如くになる．
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場のエネルギーモ一一タッタムテッソルはポテンシャル勾配の二次形式を持つと考え，又場の方程式
はポテッ？ヤルヽの二階微分の形で入っていろ･と考え，且つ場の恒存則
　（7）（ヅト●＝キ　　　　　　　　丿
（但し，ｓ４は土階対称の場のエネルギーモーメｙタムテンソノレとする.）゛を満す様に各項の係数を
決定すればよい．
　ところがバ6）･なる形式に迪合すろ篤には
　（8）ｊ昿＝０
　　　,β
なる拡張されf; Lorentz条件が必順であろ．もし（8）がなけれぽ, (7)を満す事炉不可能になり，同
時に（8）が存在ずれば(7)を満す係数が完全に決定できて，場の方程式及びＳ４は夫.々
　（9）普＝Ｔ，β
(川　ｓ４=サ平一(埜讐尚昔讐ト等孚
　恚ｊＬと瓦
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　２　　　　　　　高知大学学術研究報告　第３巻第24号
と定まる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　尚興味ある問題として次の諸例炉予想されろ.
（i）万有引力論に辿用すろ事炉もし許れろならば,.惑星及び衛星の運動に件うエネルギー転射炉
　計算出来ろ筈である.
　(ii)特に平面波転射に対して（8）と横波性との関係は興味深い.　・
　(iii)(9)の静的球対称解を考えて（3）へ入れる時Lorent乞― factor 1／1－β2に注目して影響を調
●べろ事が出来る●.　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　(iv)(6いこは更に高階の奇数次階微分の項を.（9）には偶数次階微分の項セ附加できろ．･そのとき
　ao)も附加項炉加わり，且つ（7）は常に満されなければならぬ．更にこの附加の際，距離の逆偶数べ
　き乗の多くの常数が表れろ.　　　　　　　　　　　｀　’　　j
　（Ｖ）（3）の右洽に速度の相乗積が人つでいるから,Lagrange形式と連関させろことは不可能であ
　る．この点電磁場内の古典電子の運動方程式と質的根逍が廠る．｀
　高知大学研究報告, vol. 2, No. 7 (1953)の著者の論文に記し7こ二階対称テッソノレの場に於て
は，本論文でとりあげ7こ運動方程式を欠いでいろ篤，場の強さに大きい相異炉ある．もしそこに於
て運動方程式を取ろうとするならば本論文の（3）の形では直ちに（5）と矛盾するので，代りに試験
流体を考え，その密戻をp．･，四元速度をＬ」．とする時，試験流体のE:uler流の退勤方程尽
即金ユ十人証＝ρ。□。LJa（1瓦）
と公く以外にあまり良い方法がない．しかも暗が特殊相対論的な形式を取つ?こ流体力学とでい.ヽ
うべき形をしていろ篤，具に矛盾の無い物であるかどうか疑問とする．いねば(3).の自由度は３佃
であろのに対し，卯の自由度は４筒あるという所に闘の本質的な困無性炉あるかも知れない･.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和29年10月30日受理)
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